
平成２３年度

博士課程教育リーディングプログラム プログラムの概要                              [採択時公表]

） ） ） ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

） ） ） ※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

英語名称

副題

氏名・職名

12608

１． 全体責任者

   　（ふりがな）

申請類型

６．
授与する博士学
位分野・名称

博士(工学），博士(理学），博士(学術）　環境エネルギー協創課程

プログラム

５．

機械工学 （③ 材料工学

８． 主要細目

７．

（① 電気電子工学 （②

（②

主要分科

   　（ふりがな）

Ｂ ＜複合領域型（環境）＞

コーディネーター

４．

３．

産官学国際連携による自立解決型 2S×3E 人材の育成

プログラム名称 環境エネルギー協創教育院

   　（ふりがな）

（学長） 氏名・職名

（①

機関番号

氏名・職名

２． プログラム責任者

機関名 東京工業大学

Academy for Co-creative Education of Environment and Energy Science

（③

熱工学，電子デバイス・電子機器，電子・電気，材料工学，構造・機能材料，経済･経営，シス
テム工学，金属物性，機能材料・デバイス，エネルギー学

伊賀
　い　　が

　健一
けん　いち

(東京工業大学長)

岡崎
　おかざき

　健
けん

(大学院理工学研究科・工学系長)

波多野
　は　　た　　の　

　睦子
　むつ　こ

(大学院理工学研究科電子物理工学専攻教授)

（機関名：東京工業大学　申請類型：複合領域型（環境）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：環境エネルギー協創教育院）

米国・ジョージア工科大学，米国・ウイスコンシン大学，英国・ケンブリッジ大学，独国・シュツットガルト大学，大
韓民国・韓国科学技術院（KAIST），中国・清華大学

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

９． 専攻等名

大学院理工学研究科：機械制御システム専攻，電子物理工学専攻，材料工学専攻，機械宇宙システ
ム専攻，化学専攻，有機・高分子物質専攻，応用化学専攻，化学工学専攻，建築学専攻，国際開発工
学専攻，原子核工学専攻，物質科学専攻，工学基礎科学講座　大学院総合理工学研究科：化学環境
学専攻，物質電子化学専攻，材料物理科学専攻，環境理工学創造専攻，人間環境システム専攻，創
造エネルギー専攻　大学院社会理工学研究科：経営工学専攻，社会工学専攻，価値システム専攻，人
間行動システム専攻　大学院イノベーションマネジメント研究科：イノベーション専攻　（全23専攻）

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．共同教育課程を構想している場合の共同実施機関名

１１．連合大学院として参画または構想する場合の共同実施機関名



[採択時公表]

[ % ]

環境エネルギー協創教育院　プログラム
責任者

大学院理工学研究科・機械制
御ｼｽﾃﾑ専攻・教授

61

（プログラムコーディネーター）

所属(研究科・専攻等)・職名

１５． 名47計プログラム担当者

現在の専門
学位

70.2※他の大学等と連携した取組（共同申請を含む）の場合：申請（基幹）大学に所属するプログラム担当者の割合

氏名

（プログラム責任者）

年齢ﾌﾘｶﾞﾅ

プログラム副コーディネーター
金属組織学
工学博士

環境エネルギー協創教育院　プログラム
コーディネーター

電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ
工学博士

大学院理工学研究科・材料工
学専攻・准教授

53竹山　雅夫

ｴﾈﾙｷﾞｰ工学
工学博士

ﾔﾏﾀﾞ ｱｷﾗ山田　明

ﾀﾅﾊｼ ﾏﾓﾙ店橋　護

ｵｶｻﾞｷ ｹﾝ岡崎　健

役割分担
(平成２４年度における役割)

ﾊﾀﾉ ﾑﾂｺ波多野　睦子
大学院理工学研究科・電子物
理工学専攻・教授

50

大学院理工学研究科・機械宇
宙ｼｽﾃﾑ専攻・准教授

44 プログラム副コーディネーター
熱流体工学

博士（工学）

ﾀｹﾔﾏ ﾏｻｵ

異分野協創プログラム専門委員会　主査
固体電子工学

工学博士
大学院理工学研究科・電子物
理工学専攻・教授

49

異分野協創プログラム担当　先端エネル
ギーコース

地球環境工学
工学博士

異分野協創プログラム専門委員会　副査
建築設計

博士（学術）

ｵｵｻｶ ﾀｹｵ大坂　武男

ｵｸﾉ ﾖｼﾋﾛ奥野　喜裕

大学院理工学研究科・建築学
専攻・教授

52

大学院理工学研究科・機械制
御ｼｽﾃﾑ専攻・教授

51

ﾔｽﾀﾞ ｺｳｲﾁ安田　幸一

異分野協創プログラム担当　次世代エネ
ルギーコース

電気化学
工学博士

大学院総合理工学研究科・物
質電子化学専攻・教授

60

ﾋﾗｲ ｼｭｳｲﾁﾛｳ平井　秀一郎

異分野協創プログラム担当　先端エネル
ギーコース

ｴﾈﾙｷﾞｰ学
工学博士

大学院総合理工学研究科・創
造エネルギー専攻・教授

51

異分野協創プログラム担当　社会経済シ
ステムコース

経済･経営
Ph. D

異分野協創プログラム担当　次世代エネ
ルギーコース

固体化学
理学博士

大学院総合理工学研究科・物
質電子化学専攻・教授

55

大学院社会理工学研究科・社
会工学専攻・教授

60

ｶﾝﾉ ﾘｮｳｼﾞ菅野　了次 

異分野協創プログラム担当　分子生命環
境コース

腐食防食工学
工学博士

大学院理工学研究科・物質科
学専攻・教授

55

ﾑﾄｳ ｼｹﾞｵ武藤　滋夫

異分野協創プログラム担当　社会経済シ
ステムコース

都市計画
工学博士

異分野協創プログラム担当　地球都市環
境

地球環境化学
理学博士

異分野協創プログラム担当　分子生命環
境コース

触媒化学
工学博士

大学院理工学研究科・応用化
学専攻・准教授

50

大学院総合理工学研究科・化
学 境学専攻 教

56

大学院総合理工学研究科・人
間環境システム専攻・教授

53

ﾆｼｶﾀ ｱﾂｼ西方　篤

ﾔｲ ﾃﾂｵ屋井　鉄雄

ﾔﾏﾅｶ ｲﾁﾛｳ山中　一郎

ﾖｼﾀﾞ ﾅｵﾋﾛ吉田 尚弘

（機関名：東京工業大学　申請類型：複合領域型（環境）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：環境エネルギー協創教育院）

境コース理学博士学環境学専攻・教授
56

ﾅｶｶﾞﾜ ｼｹﾞｷ中川　茂樹

ｶﾝﾀﾞ ﾏﾅﾌﾞ神田　学

ｺﾅｶﾞｲ ﾏｺﾄ小長井　誠
大学院理工学研究科・電子物
理工学専攻・教授

61

大学院理工学研究科・電子物
理工学専攻・教授

50

ﾖｼﾀ  ﾅｵﾋﾛ吉田　尚弘

国際連携協創プログラム担当　コーディ
ネーター

国際工学教育
Ph. D

国際連携協創プログラム専門委員会　副
査

太陽電池
工学博士

大学院理工学研究科・国際開
発工学専攻・教授

46

国際連携協創プログラム専門委員会　主
査

ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾃﾘｱﾙ
工学博士

異分野協創プログラム担当　地球都市環
境コース

都市気象学
博士（工学）

熱工学
工学博士

ｸﾛｽ ｼﾞｪﾌﾘｲ ｽｺｯﾄ
大学院理工学研究科・共通講
座・教授

47

金属物性
博士（工学）

大学院理工学研究科・材料工
学専攻・准教授

47

Cross Jeffrey Scott 

ﾊﾅﾑﾗ ｶﾂﾉﾘ花村　克悟

ｼ ｾｷ史　蹟

大学院理工学研究科・機械制
御ｼｽﾃﾑ専攻・教授

52

ｲﾊﾗ ﾏﾅﾌﾞ

ｵﾊﾞﾗ ﾄｵﾙ小原　徹

国際連携協創プログラム担当　海外イン
ターンシップ，海外メンター

熱工学
Ph. D

国際連携協創プログラム担当　海外企業
インターンシップ

原子炉物理学
博士（工学）

大学院理工学研究科・原子核
工学専攻・准教授

49

米国・ジョージア工科大学・
教授

電気化学
博士（工学）

ｱﾝﾄﾞﾚｲ ﾌｪﾃﾞﾛﾌAndrei G. Fedorov

国際連携協創プログラム担当　海外イン
ターンシップ，海外メンター

熱工学
Ph. D

韓国・韓国科学技術院
(KAIST)・教授

48ﾁｭﾝｼ ﾍﾞｰChoongsik Bae

41

伊原　学

国際連携協創プログラム担当　海外イン
ターンシップ，海外メンター

熱流体力学
Ph. D

英国・ケンブリッジ大学・工
学部・講師

44ﾇﾃﾞﾋｬｻﾝ ｽﾜﾐﾅﾊﾝNedunchezhian Swaminathan

国際連携協創プログラム担当　海外大学
インターンシップ45

国際連携協創プログラム担当　海外イン
ターンシップ,海外メンター

42
国際連携協創プログラム担当　海外イン
ターンシップ,海外メンター

国際連携協創プログラム担当　海外イン
ターンシップ,海外メンター

独国・シュツットガルト大
学・電子物理研究所・教授

ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾃﾘｱﾙ
Ph. D

大学院理工学研究科・化学専
攻･准教授

材料科学
Ph. D

国際連携協創プログラム担当　海外大学
インターンシップ

金属組織学
博士（工学）木村　好里 ｷﾑﾗ ﾖｼｻﾄ

固体物理
Ph. D

64
米国・ウイスコンシン大学・
マディソン校・材料科学専
攻・教授

Juergen H. Werner ﾕﾙｹﾞﾝ ｳｪﾙﾅ 59

中国・清華大学・教授ｼﾞｪﾝｼﾞﾝ ｼﾞｬﾝZhengjun Zhang

John  H. Perepezko ｼﾞｮﾝ ﾍﾟﾚﾍﾟｽﾞｰｺ

46 大学院総合理工学研究科・材
料物理科学専攻・准教授

国際連携協創プログラム担当　コーディ
ネーター

国際連携協創プログラム担当　海外企業
インターンシップ



氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２４年度における役割)

斎藤　礼子

産官学協創プログラム専門委員会　主査
高温物理化学

工学博士
大学院理工学研究科・材料工
学専攻・教授

61ﾏﾙﾔﾏ ﾄｼｵ丸山　俊夫

大学院理工学研究科・有機･
高分子物質専攻・准教授

高分子化学
工学博士

ｻｲﾄｳ ﾚｲｺ

蟹江  憲史
産官学協創プログラム担当　リーダー
シップ養成Ⅰ

政治学
博士（政策・

ﾒﾃﾞｨｱ）

大学院社会理工学研究科・価
値システム専攻・准教授

太陽電池
工学博士

飯島　淳一 ｲｲｼﾞﾏ ｼﾞｭﾝｲﾁ 56

ｶﾆｴ ﾉﾘﾁｶ

大学院社会理工学研究科・経
営工学専攻・教授

櫛屋　勝巳 ｸｼﾔ ｶﾂﾐ 58 昭和シェル石油(株)・ソー
ラー事業本部・担当副部長

41

45 大学院総合理工学研究科・化
学環境学専攻・教授

鈴木　正昭 ｽｽﾞｷ ﾏｻｱｷ

(株)日立製作所・中央研究
所・所長

情報ｼｽﾃﾑ学
博士（工学）

産官学協創プログラム担当　リーダー
シップ養成Ⅰ

産官学協創プログラム専門委員会　副査

西條　美紀 ｻｲｼﾞｮｳ ﾐｷ 49
大学院ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研究
科・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ専攻・教授

応用言語学
言語学博士

産官学協創プログラム担当　リーダー
シップ養成Ⅰ，Ⅱ　メディアインターン
シップ

産官学協創プログラム担当　政策イン
ターンシップ

62
大学院理工学研究科・化学工
学専攻・教授

吉田　正寛 ﾖｼﾀﾞ ﾏｻﾋﾛ 57
JX日鉱日石ｴﾈﾙｷﾞｰ(株)・研究
開発本部・執行役員研究開発
企画部長

長我部　信行 ｵｻｶﾍﾞ ﾉﾌﾞﾕｷ 55

産官学協創プログラム担当　リーダー
シップ養成Ⅱ

山口　猛央 ﾔﾏｸﾞﾁ ﾀｹｵ

原子力化学工
学

工学博士

産官学協創プログラム担当　リーダー
シップ養成Ⅱ

野原　佳代子 ﾉﾊﾗ ｶﾖｺ 46 大学院社会理工学研究科・人
間行動システム専攻・准教授

燃料電池
博士（工学）

産官学協創教育プログラム

翻訳理論
学術博士

産官学協創プログラム担当　政策イン
ターンシップ

開発戦略
工学学士

産学官協創教育プログラム

浅輪　貴史 ｱｻﾜ ﾀｶｼ 36
大学院総合理工学研究科・環
境理工学創造専攻・准教授

都市・建築環
境工学

博士（工学）

安田　勇 ﾔｽﾀﾞ ｲｻﾑ 48 東京ガス(株)・技術戦略部・
技術戦略ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ

燃料電池
工学博士

産官学協創教育プログラム

燃料電池
博士（工学）

産学官協創教育プログラム

錦織　貞郎 ﾆｼｷｵﾘ ｻﾀﾞｵ 52

篠原 和彦 ｼﾉﾊﾗ ｶｽﾞﾋｺ 54 (株)日産自動車・先端材料研
究所 主管研究員

IHI(株)・経営企画部・主幹
材料工学

博士（工学）

50

産官学協創教育プログラム

産官学協創教育プログラム

研究経営
博士(理学)

（機関名：東京工業大学　申請類型：複合領域型（環境）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：環境エネルギー協創教育院）

産学官協創教育プログラム
触媒設計
工学修士

㈱三菱化学科学技術研究ｾﾝ
ﾀｰ・R&D部門ﾌｪﾛｰ，合成技術
研究所所長，無機系機能材料
研究所所長

53瀬戸山　亨 ｾﾄﾔﾏ ﾄｵﾙ

博士（工学）
産学官協創教育プ グラム篠原　和彦 ｼﾉ ﾗ ｶｽ ﾋｺ 54

究所・主管研究員

中山　康子 ﾅｶﾔﾏ ﾔｽｺ 50 （株）東芝・技術企画室・産
学連携担当・参事

人工知能
工学学士

産学官協創教育プログラム



（機関名：東京工業大学 申請類型：複合領域型 (環境 ) ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：環境エネルギー協創教育院） 
 

 

 

 [採択時公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要，特色，優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から，本プログラムの概要，特色，優位性を記入して
ください．） 

知性あるもの人類は，真理の探究より学術を生み，幸福の希求から技術を発展させた．そこには
生への畏怖があり，すべての生き物に対する安全性(Safety)と持続性(Sustainability)の確保とい
う命題があった．この 2S を満たすため我々は，火を手にした原初の時からエネルギー(Energy)の
安定を求めた．時が経ち産業革命を経て，エネルギーの安定供給が満たされると経済(Economy)が
台頭した．その後，環境(Environment)の時代となった．1970 年代以降，我が国はこの 3E を時代の
要請に応じて政策的に調和させることで発展を享受し，2S を当然のこととして国際的役割を担うま
でになった．奇しくも，東日本大震災は，我が国のみならず全世界に 3E の根底にある 2S の重要性
を再認識させた．我が国の復興・発展には，震災以前の歴史体験とは異なる 3E の調和が必要とさ
れる．2S を前提とした 3E のバランスは，社会情勢や地域性にも大きく依存し，2S と 3E が時空間
的に常に交錯する．それらの関係は，数学の言葉を借りれば，通常の四則演算ではなく，二つの異
なる方向性を有するベクトルの外積(クロスプロダクト)であり，今まさに 2S×(クロス)3E 時代に
突入した．東京工業大学では，2S×3E 時代の到来を見越して，平成 21 年 11 月に 6 研究科 38 専攻
の 230 名以上の教員からなる全学横断組織「環境エネルギー機構」を全国に先駆けて発足させた． 
本教育院では，環境エネルギー機構の機能を最大限活用して，環境とエネルギーの両分野におい

て高度な専門性を有し，時空間的にその形態を変えていく問題を複眼的視点から判断できる俯瞰
力，的確かつ迅速な自立的課題抽出・解決力，及び国際的リーダーシップ力を兼ね備え，イノベー
ションを牽引できる 2S×3E 時代を担う人材を養成する． 
［本プログラムの概要と特色］本教育院では，それぞれ異なる学術分野(ディシプリン)の教員から
構成される環境エネルギー機構の 7 センター(エネルギー，宇宙環境，地球環境，都市環境，生命
環境，分子環境及び社会システム)を母体とした異分野協創，産業界及び関係省庁等と大学が共同
して教育を行う産官学協創，及び多数の海外大学・研究所等との協調による国際連携協創の三つの
協創を軸に効率的かつ機動的な修士・博士の一貫教育を行う． 
具体的には、❶異分野協創教育：協創コースは，エネルギー分野，環境分野，及び環境エネルギ

ーに関連する人文社会科学分野に大別される．エネルギーセンター内の 9部門が共同で先端エネル
ギーコースと次世代エネルギーコースを，生命環境センターと分子環境センターが分子生命環境コ
ースを，地球環境センター及び都市環境センターが地球都市環境コースを，社会システムセンター
の 2部門が共同で社会経済システムコースを構築する．二つの協創コースの取得を義務付けること
で，異分野ブリッジ研究，あるいは研究室ローテーションを促進する．❷産官学協創教育：産業界
と密接な連携を図り，リーダーシップ養成コースⅠ及びⅡを新設する．養成コースⅠは，技術と社
会のインターフェイスに関連する講義科目，環境エネルギーに関連する国際経済，国際政治，哲学，
安全，宗教及び法律に関する教育を行う科目から構成され，産業界や政治・経済等との関わりを意
識させながら，グローバルリーダーシップ力を涵養する．養成コースⅡはキャリアパス支援を軸と
して，技術戦略，事業戦略，国際戦略，知財戦略，ライフプランニング等に関する科目から構成さ
れ，産業界におけるリーダー育成に資する．さらに，新聞社，出版社等へのメディアインターンシ
ップ，文部科学省，経済産業省，環境省，科学技術政策研究所，科学技術振興機構，英国議会科学
技術室，欧州会議等の国内外政策機関への政策インターンシップ，新興国等にある日本企業海外拠
点等への海外企業インターンシップを義務付け，派遣を通して，多様なキャリアパスに対応した産
官学協創体制を構築する．❸国際連携協創教育：東京工業大学の 96 海外協定校を主要な派遣先と
して、グローバルインターンシップを義務付ける．さらに、海外連携機関等から著名な研究者及び
博士課程学生を招聘し、学生の口頭発表を含む環境エネルギー国際教育フォーラムを開催する。こ
のフォーラムでは，異なる研究機関，国籍，研究分野の学生を同室として寝食をともにさせ，さら
に部屋毎に環境エネルギーに関わる課題を設定し，共同での調査及び議論を経てその成果を発表さ
せることで，一層の国際コミュニケーション力の強化と国際的なリーダーシップの育成を目指す。
異なる分野の海外プログラム担当者を海外メンターとして配置し，定期的に個別面談を課すこと
で，グローバルな視点から博士課程学生の効果的な国際性の強化を行う．❹三つの関門による質保
証とインセンティブ：履修希望学生には，コース編入試験(修士課程入学後半年以内)，博士課程進
学資格認定試験(修士課程入学後１年半～2 年以内)，博士研究開始資格認定試験(Qualifying 
Examination)(博士課程進学後半年後)を課し，学生の質を保証する．また，各関門の通過と連動し
て，奨励金を給付し，勉学に集中できる環境を整える．❺博士課程学生への研究支援：研究申請書
の提出を課し，優秀な提案に対して研究助成を行うことで博士課程学生の自立を図る． 
本教育院の最大の優位性は，東京工業大学の一線級の研究者が集結した環境エネルギー機構がデ

ィシプリンを超えて真の意味での異分野協創教育を行うことであり，それを具現化する環境エネル
ギーイノベーション棟は平成 23 年 12 月に竣工する． 
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[採択時公表] 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から，コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導，学位授与に至るプロセスや，産学官等の連携による実践性，
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援，国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み，質保証システムなど
について，学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください．なお，共同実施機関及び連
携先機関があるものについては，それらも含めて記入してください．） 

 

三つの協創を軸とした環境エネルギー分野の先導的 2S×3E 人材教育システム 

 

環境エネルギー協創教育院プログラムの特徴 
 



 

 

機  関  名 東京工業大学 

プログラム名称 環境エネルギー協創教育院 

［採択理由］ 

エネルギー分野で実績を有する組織が、全学横断組織「環境エネルギー機構」を柱に

して、2S（安全と持続性）を目指し、問題解決（自立解決）力を重視しながら、あらた

めて環境エネルギーの 3E（エネルギー、経済、環境）分野のリーダー的人材の育成に挑

戦する意欲的で優れた教育プログラムである。  
本プログラムで提示された教育・研究体制は質の高い優れたものであり、環境エネル

ギー分野において高い専門性と俯瞰力をもった博士リーダーを育成しようとする、実現

性、発展性の高いプログラムとして評価できる。また、海外組織との連携の構図は着実

で魅力的な提案となっている。なお、プリリクイジットを博士後期課程で確認する配慮

が成されており、プログラムの効果を裏付けるものとして評価できる。  
3 つの関門と学位審査による教育の質保証などは具体的で、よく考えられており、人

文社会科学関連科目の組込み方や、教員のかかわり方についても独自の工夫が見られる

など、採択に値する優れたプログラムであると判断できる。  


